
あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

宇
宙
の
日
特
別
講
演
会
（
無
料
）

　

９
月
12
日
の
宇
宙
の
日
に
関
連
し
、
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
か
ら
講

師
を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
、
最
新
の
宇
宙
開
発
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
講
演
後
、
大
型
望
遠

鏡
で
天
体
観
望
会
も
実
施
し
ま
す
。
参
加
者

に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時　
９
月
14
日
㈯　

午
後
７
時
～
９
時

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

大
型
天
体
望
遠
鏡
で
そ
の
季
節
や
時
間
帯

に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日　

午
後
７
時
～
、
８
時

～
、
９
時
～
の
３
回

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

　音楽愛好家の皆さんがコスモホールに集結し、
日頃の研

けん

鑽
さん

の成果を披露します。バラエティーに
富んだ演奏をお楽しみください。
日時　【邦楽の部】　９月７日㈯　13:00 開演
　　　【洋楽の部】　　　８日㈰　13:00 開演
場所　コスモホール（情報文化センター）　　　
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	第６回コスモホール音楽祭

　指揮・ゲストに徳島市出身のシエナウィンドオ
ーケストラ　サックス奏者、榮村正吾さんを迎え
て初めての演奏会を開催します。
日時　９月29日㈰　14:00開演
場所　夢ホール(文化会館)
入場料　700円（小学生以上）
曲目　「スダッチ・ゴー」「あすという日が」　　
　　　「陽はまた昇る」「青春の輝き」ほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	まま	ブラス	anan	maman	演奏会
　第42回阿南市文化祭が、10月24日㈭、26日
㈯・27日㈰、11月２日㈯～５日㈫、９日㈯・10
日㈰に開催されますので、ご出品ください。

美術展作品
出品資格者　市内在住または出身で、市と関係の
深い方。（ただし小・中学生は出品できません）
作品の規格　額装には、ガラスを用いないこと。
■日本画…６号～50号で、額装か表装
■洋　画…６号～50号で、額装
■書　道…半切以下で、表装か軸仕立て
　※縦額に限ります。横額は受付できません。
■写　真…半切から全紙まででフスマ張り
■彫塑 ･工芸 ･ デザイン…1.5㎡未満、高さ1 ｍま
でで、展示にふさわしいように仕立てること。
出品点数　原則１人１点（ただし、写真、彫塑･

工芸･デザインは２点まで可）
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。初めて出
品される方は、会費と入会金の2,500円が必要です。

短歌・俳句作品
出品点数　・短歌…1首
　　　　　・俳句…当季（秋）雑詠２句
※短歌・俳句ともに未発表のものに限ります。
出品方法　はがきに住所、氏名、電話番号を記入の
うえ、短歌、俳句ともに９月13日㈮までに、文化振興
課（短歌係）または（俳句係）までお送りください。

出品・問い合わせは　〒774-0030　富岡町西池
田135番地1　文化振興課（☎22－1798）へ

■	阿南市文化祭　出品作品の募集

■	夢ホールホワイエコンサート
　	～母の教え給

たま

いし歌～
日時　10月５日㈯　14:00開演
場所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500円
　　　（ワンドリンク付き）
※仲良しチケットは、
　２人以上20％割引、
　５人以上40％割引で
　前売りのみの取扱。
出演　小川明子（アルト）、山田啓明（ピアノ）
曲目　「母の教え給いし歌」「セレナーデ」
　　　「荒城の月」「浜辺の歌」「宵待草」ほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

中
秋
の
名
月
観
望
会
（
有
料
）

　

中
秋
の
名
月
に
つ
い
て
、
伝
承
や
観
察
方

法
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
大
型
天
体
望
遠
鏡

で
名
月
を
観
察
し
ま
す
。
観
望
デ
ッ
キ
で
は

小
型
望
遠
鏡
を
使
っ
た
撮
影
会
も
行
い
ま
す
。

名
月
の
写
真
撮
影
を
希
望
さ
れ
る
方
は
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時	

９
月
19
日
㈭　

午
後
７
時
～
（
悪
天

候
時
は
中
止
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

科
学
の
広
場
（
無
料
）

　

簡
単
な
工
作
を
中
心
に
実
施
。子
ど
も
向
け
。

日
時 

９
月
16
日
㈷
、
23
日
㈷　

午
前
10
時

30
分
～
、
午
後
１
時
30
分
～

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
当
日
見
え
る
星
空
と

季
節
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

９
月
の
休
館
日
　

２
日
㈪
、９
日
㈪
、17
日
㈫
、24
日
㈫
、30
日
㈪

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
90

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

地
名
は
語
る

　

最
近
、
地
名
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

地
震
や
津
波
、
さ
ら
に
住
宅
地
購
入
に
ま

で
地
名
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
土
地
購
入
に
「
危
な
い
地
名
」

と
し
て
「
渕
」「
沼
」「
沢
」「
川
」「
池
」

「
潟
」「
谷
」「
久
保
」（
窪
）
等
は
い
ち
お

う
検
討
す
べ
き
と
の
説
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
が
地
名
に
付
く
所
は
か
つ
て
川

筋
や
沼
地
で
あ
っ
て
、
そ
こ
を
埋
め
立
て

て
宅
地
造
成
し
た
。
さ
ら
に
湿
地
に
は

「
柳
」「
竹
」「
蒲
」「
芦
」「
葭
」
等
の
植

物
が
自
生
し
地
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
い
ち
お
う
検
討
し
た
方
が
よ
い
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か「
洲
」「
岸
」「
浦
」「
窪
」「
江
」

「
瀬
」「
渓
」「
井
」「
砂
」「
巌
」
等
々
も

注
意
す
べ
き
と
言
う
説
も
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
が
地
名
に
付
く
所
は

地
盤
が
弱
か
っ
た
り
雨
が
集
中
す
る
可
能

性
が
高
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
今
ま
で

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
所
か
ら
も
山
崩
れ
が

起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
名
変
更
や
も

と
も
と
あ
っ
た
地
名
に
後
か
ら
漢
字
を
当

て
た
例
も
あ
る
。
例
え
ば
造
成
地
等
で
実

際
は
平
地
で
あ
る
の
に
「
丘
」「
台
」
を

称
す
る
所
が
見
か
け
ら
れ
る
。

阿
南
市
の
地
名

　

こ
う
問
題
の
あ
り
そ
う
な
地
名
を
挙
げ

る
と
安
心
し
て
住
む
と
こ
ろ
が
無
く
な
る
。

　

地
名
は
土
地
の
状
況
を
現
し
て
い
る
。

　

阿
南
市
の
場
合
、
地
名
の
ほ
と
ん
ど
に

「
野
」「
島
」「
谷
」「
岡
」「
津
」「
浦
」
等
々

が
付
い
て
い
る
。

　

合
併
前
の
旧
町
村
名
を
列
挙
し
て
み
よ

う
。
羽
ノ
浦
、
今
津
、
平
島
、
加
茂
谷
、

大
野
、
中
野
島
、
宝
田
、
長
生
（
元
は
長

池
）、
富
岡
、
見
能
林
、
桑
野
、
新
野
、

福
井
。
例
外
は
橘
・
椿
の
み
で
あ
る
。
し

か
し
、
橘
に
は
幸
野
、
豊
浜
が
あ
り
、
椿

に
は
燧
崎
、
椿
泊
、
楠
ケ
浦
、
蒲
生
田
等

が
あ
る
。

　

さ
ら
に
大
字
、
小
字
の
地
名
を
見
る
と

那
東
原
、
浦
川
、
江
野
島
、
色
ケ
島
、
今

津
浦
、
出
島
、
中
島
、
赤
池
、
大
京
原
、

古
津
、
大
田
井
、
水
井
、
深
瀬
、
熊
谷
、

柴
根
、
大
野
原
、
南
島
、
岡
、
中
原
、
柳

島
、
横
見
（
水
）、
長
岡
、
荒
井
、
川
原
、

上
荒
井
、
西
路
見
（
水
）、
黒
津
地
、
原

ケ
崎
、
中
林
、
林
崎
、
大
潟
、
蛙
地
、
大

地
、浦
ノ
内
、内
原
、宮
ノ
久
保（
窪
）、動
々

原
、
土
佐
谷
、
楠
ケ
浦
―
挙
げ
れ
ば
キ
リ

が
な
い
。

　

以
上
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
那
賀
川
下

流
域
、
桑
野
川
流
域
、
紀
伊
水
道
に
面
す

る
地
名
の
ほ
と
ん
ど
が
地
形
を
現
し
て
い

る
。

　

同
じ
地
名
で
も
、「
堤
」「
橘
」「
船
」「
津
」

「
井
」「
堰
」「
田
」
等
は
人
工
物
で
、
自

然
の
ま
ま
の
地
名
で
は
な
い
。
旧
地
名
を

変
え
て
好
字
を
当
て
る
例
も
あ
る
。
長
生

は
長
池
だ
っ
た
し
富
岡
は
か
つ
て
は
牛
岐

だ
っ
た
。

（
終
わ
り
）

「赤」はアカ。水の古語である。
現在も舟の「アカ」（水）を汲
むのに使われている。

赤池の風景大潟の風景

「見」は「水」の字を書くこと
もあった。

横見の風景 市内各地で開催される祭りや伝統行事を市ホーム
ページで紹介していますので、ご覧ください。
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